
報 道 資 料 平成２４年６月２９日保健予防課 西元内線：３１３２ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ(0742)27-8612防災統括室 米田内線：２２８５ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ(0742)27-8456熱中症への注意呼びかけについて熱中症を発症しやすい時期を迎え、県では関係課室等による熱中症対策庁内連絡会を開催し、県民の皆さんへの熱中症に対する注意の呼びかけなど、下記のような熱中症予防対策を実施することとしましたので、お知らせします。各報道機関におかれましても趣旨をご理解いただき、熱中症予防の周知についてご協力いただきますようお願いします。 記熱中症予防のための対策１ 県ホームページでの周知・啓発･トップページの「注目キーワード」に、熱中症に対する注意を呼びかけるページをピックアップ （本日掲載予定）･環境情報サイト「エコなら」で節電の呼びかけを行う際に、昨年同様熱中症に注意した節電を行うよう注意喚起（７月上旬掲載予定）２ 関係先に、文書等で熱中症予防について、周知する○県内市町村（６／２９）○学校関係・市町村教委を通じ市町村立幼稚園（１５５園）、小・中・高等学校（３１３校）・県立高等学校・特別支援学校（４３校）※ 県教委では、毎年全学校に配布している「学校体育必携」に熱中症に対する注意事項を記載（配付済）。４月２０日開催の健康教育等担当者連絡協議会で熱中症について注意喚起５月６日開催の学校体育担当者会議で熱中症について注意喚起６月２１日付で市町村教委、県立学校に文書により注意喚起の通知及び発生時の報告を依頼・私立幼稚園（４３園）、小・中・高等学校（３５校）６月２１日付で各私立学校に文書により注意喚起及び発生時の報告依頼。６月２６日付で各私立学校に環境省が作成した熱中症予防の啓発資料を紹介。○保育所関係（６／２２・２５）・市町村を通じ保育所（１９２ヶ所）、へき地保育所（１２ヶ所）、認可外保育施設（８２ヶ所）、児童館（４９ヶ所）、放課後児童クラブ（２４５ヶ所）※ 熱中症に対する注意喚起、県作成の啓発リーフレット（PDF）や国作成の啓発資料（リーフレット類）ダウンロード用URLの紹介 等○スポーツ関係団体等（通知予定）・（財）奈良県体育協会加盟の７４団体（各種競技団体５１団体、各市・郡単位で組織されている体育協会２０団体等）・ＮＰＯ法人奈良県レクリエーション協会・橿原公苑、明日香庭球場 ・奈良県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会○福祉関係（６／８）・市町村を通じ民生委員へ注意喚起。○障害者施設等（通知予定）・障害者施設及び障害福祉サービス事業所（２５０ヶ所）啓発チラシ等による注意喚起○児童福祉施設関係（６／２５）・県主催の児童福祉施設等職員研修で、県作成の啓発リーフレットを配付し注意喚起。



○高齢者関係団体、高齢者施設（６／１９）・各老人クラブ（奈良県老人クラブ連合会等を通じて周知）環境省作成の啓発リーフレットも配付（約３，０００枚）・奈良県社会福祉協議会「すこやか長寿センター」環境省作成の啓発リーフレットも配付（約１，０００枚）・奈良県老人福祉施設協議会・奈良県老人保健施設協議会・奈良県慢性期医療協議会・各施設に直接通知（計３７６ヶ所）養護老人ホーム １２ヶ所特別養護老人ホーム ８０ヶ所軽費老人ホーム（ケアハウス） ３９ヶ所介護老人保健施設 ４４ヶ所グループホーム １０９ヶ所小規模多機能居宅介護事業所 ３１ヶ所老人短期入所施設（ショートステイのみ） ６ヶ所有料老人ホーム ４５ヶ所サービス付き高齢者向け住宅 １０ヶ所※介護療養型医療施設(11ヶ所)は、奈良県慢性期医療協議会より周知○県営住宅（６／２８）･管理者を通じて、入居者に対して県作成の啓発リーフレットによる注意喚起。３ メールマガジンの配信（６／１８）・６２ヶ所の地域包括支援センターと委託元の市町村。４ 中吊り広告(リーフレット)の作成・配布・路線バス(奈良交通)に注意喚起のリーフレットを車内吊りする(１０，０００枚)。５ その他○ １～３において注意を呼びかける際に、次の点に配慮する。（１）熱中症を予防するについて参考となる暑さ指数（ＷＢＧＴ）及び高温注意情報についても周知する（２）高齢者は熱中症になりやすいため、高齢者への呼びかけに努める（参考）○熱中症対策庁内連絡会議構成課（１２課室）保健予防課（医療政策部）、防災統括室、消防救急課（知事公室）、文化・教育課（地域振興部）、地域福祉課、障害福祉課、長寿社会課（健康福祉部）、子育て支援課（子ども・女性局）、スポーツ振興課（くらし創造部）、環境政策課（景観・環境局）、住宅課（土木部）、保健体育課（教育委員会）○熱中症の死亡者数及び救急搬送件数について（平成１９年度～平成２３年度）（別添資料②）


